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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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5
月

下記日程は支部会館を休館します。

６月１日（木）終日　書記局会議

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

▼
最
近
、外
食
店
舗
工
事
が

入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
よ
い

よ
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

仲
間
か
ら
聞
く
と
外
食
だ

け
で
な
く
ホ
テ
ル
の
仕
事
も

で
て
き
て
い
る
よ
う
で
、
う

れ
し
い
話
で
す
。▼
一
方
、現

場
で
は
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど

見
か
け
ま
せ
ん
。
賃
上
げ
や

休
日
を
と
れ
る
よ
う
に
し
な

い
と
入
職
者
が
増
え
な
い
と

は
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、休

日
が
増
え
れ
ば
従
来
よ
り

工
期
は
伸
び
る
の
で
そ
の
分

も
加
味
し
て
単
価
が
上
が

ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
良

い
仕
事
を
ど
う
確
保
す
る

か
が
課
題
で
す
。▼
５
月
８

日
に
、杉
並
区
の
住
宅
課
と

懇
談
し
て
き
ま
し
た
。ア
ス

ベ
ス
ト
問
題
で
は
、
大
田
区

や
新
宿
区
な
ど
の
吹
付
ア

ス
ベ
ス
ト
の
調
査
助
成
制

度
を
紹
介
し
制
度
の
創
設

を
求
め
、他
の
高
齢
者
向
け

住
宅
改
修
や
断
熱
改
修
な

ど
の
助
成
制
度
も
使
い
や

す
い
よ
う
に
と
要
望
し
て
き

ま
し
た
。▼
ど
の
職
種
で
も

一
人
前
に
な
る

に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
技

術
を
磨
く
と

と
も
に
、
良

い
仕
事
を
確

保
で
き
る
よ

う
、
組
合
で
運

動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
良い仕事の確保めざして

（齋藤孝志・常任執行委員）

働き方改革に備えて

支部大会特集２

米作り体験など
楽しいイベント案内３

４月９日の支部大会の要点と
新役員などの紹介。

５月21日の米作り体験、５月
28日のBBQや石綿調査者学習
交流会、６月の住宅デーなど
楽しい行事がたくさん。

病気入院 一日6,000円
新入学祝 5,000円の図書カード
結婚祝 50,000円
資格取得祝 10,000円

　　　　　　　　　　ほか

入院時の窓口負担軽減のほか
疾病入院給付金
　一日4,400円（第３種）
産前産後の保険料免除（女性組合
員）や育児休業保険料免除

　※コロナには特例の手当金も

　

今
月（
５
月
末
）ま
で
、春
の
拡
大
月
間
で
す
。

　

４
月
23
日
に
支
部
新
年
度
役
員
学
習
会
を
96
人
の
参

加
で
お
こ
な
い
、夜
に
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
支
部
会
館
で

の
拡
大
出
陣
式
を
開
催
。１
５
８
人
の
仲
間
の
加
入
を
め

ざ
し
て
活
動
中
で
す
。

４
年
ぶ
り
に
支
部
会
館
で

軽
食
あ
り
の
出
陣
式
も

　

役
員
学
習
会
で
は
支
部

役
員
が
組
合
の
制
度
や
役
員

体
制
に
つ
い
て
交
代
で
説
明
。

そ
の
後
、
本
部
書
記
次
長
の

熊
切
健
二
さ
ん
を
講
師
に
、

①
消
費
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
問

題
②
建
設
業
の
働
き
方
改
革

問
題
③
役
員
の
心
構
え
を
学

び
、
学
習
会
終
了
後
、
４
年

ぶ
り
に
支
部
会
館
で
の
飲
食

を
伴
う
拡
大
出
陣
式
を
開
催
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
泉
南
分
会
が
優
勝
し
ま
し

た
（
写
真
）
。

イ
ン
ボ
イ
ス
に
反
対　

登
録
焦
ら
ず
声
だ
し
て

①
消
費
税
は
預
り
金
で
は
な

く
価
格
の
一
部
。
だ
か
ら
、

本
当
は
益
税
な
ん
て
な
い
。

国
会
で
も
「
消
費
税
は
預

り
税
で
な
い
と
い
う
こ
と

で
よ
い
か
」の
質
問
に
「
そ

の
認
識
で
結
構
だ
」
と
の

回
答
（
今
年
２
月
10
日
国

会
答
弁
）
。

②
免
税
点
制
度
は
弱
小
零

細
業
者
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
（
当
初
は
３
千
万

円
↓
今
は
１
千
万
円
）
。

③
益
税
が
あ
る
と
し
た
ら
、

大
企
業
へ
の
「
輸
出
還
付

金
」
。
豊
田
税
務
署
は
消

費
税
で
赤
字
。

④
世
界
で
は
景
気
対
策
で
消

費
税
を
減
税
。

⑤
激
変
緩
和
の
２
割
特
例
は

３
年
だ
け
。
１
万
円
特
例

は
６
年
間
で
不
十
分
。

⑥
税
務
相
談
停
止
命
令
の
次

に
は
簡
易
課
税
の
廃
止
や

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
も
。

⑦
登
録
期
限
は
９
月
末
ま
で

延
長
。
登
録
者
が
の
び
な

け
れ
ば
強
行
は
困
難
。
登

録
よ
り
も
声
を
だ
そ
う
。

一
人
の
百
歩
よ
り
百
人
の
一
歩
を

消
費
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
・
働
き
方
改
革
…

激
動
の
時
代
に
仲
間
と
と
も
に
立
ち
向
か
う

仲
間
の
数
と
つ
な
が
り
が
鍵

支部新年度役員学習会

講師の熊切健二
本部書記次長

□労働契約書・労働条件通知書・雇入通知書のど
れひとつもない

□労働者名簿・賃金台帳・出勤簿がない
□始業と終業の時刻を毎日確認していない
□３６協定届をださずに残業させている
□有給休暇を制度として策定していない
□労働時間が１日８時間・１週間40時間を超えた
場合に、残業代を支払っていない
　※ひとつでもチェックついたら相談を
　※労働基準法違反の可能性があります

ひとつでも
あてはまったら組合に相談を

未加入者の情報や困っている
仲間の話などは一人で抱え込
まず、組合までご連絡を。
℡ 03-3313-1445

病気・ケガ・慶弔などの時

今回（2023年４月）
当日有権者数 投票者数 投票率

男 223,622人 96,193人 43.02%
女 247,851人 109,634人 44.23%
計 471,473人 205,827人 43.66%

男 684人増 8,638人増 3.75％増
女 262人増 11,465人増 4.58％増
計 946人増 20,103人増 4.19％増

前回（2019年４月）  
当日有権者数 投票者数 投票率

男 222,938人 87,555人 39.27%
女 247,589人 98,169人 39.65%
計 470,527人 185,724人 39.47%

インボイス阻止のためにも
新しい議員たちに訴えよう

　４月23日の区議選は、前回比4.17％投票率が上がり、区
議会の構成はガラリと変化。新人12人が当選し女性議員の
比率は50％に。新しい景色になりました。
　私たちのインボイス中止の陳情は、以前の議会では審議
すらされず廃案になりました。インボイスの阻止のためにも
新たに陳情していきます。

杉並区議選で新しい景色に
投票率が４％上がり女性議員が50％に

駅頭宣伝で話したウーバーイーツ
の配達員もインボイスの被害者

未加入者情報は組合へ

共済など組合に連絡を
組合共済

土建国保

ス
ロ
ー
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
の
泉
南
分
会

コロナ特例終了！
詳しくは
３面参照
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大会表彰者一覧

■執行委員長
鎗田登美雄・本部中央執行委員
（泉南）

■副執行委員長
石川雅昭（西荻）
栗林弘行（中央）
浅田正昭（中央）
矢口德太郎（浜福）
吉田康典（中央）

■書記長
縫村信秋（浜福）

■書記次長
腰塚智彦・藤澤拡海（書記）

■常任執行委員
佐藤勉（富士見）
伊藤和則（高和）
齋藤孝志（阿佐谷）
岸川正（泉南）
角田幸司（高和）
青木隆之（阿佐谷）
山田康雄（浜福）
塚原恒平（浜福）
河原井優樹（泉南）
髙取一二三（書記）

■会計監査
小野俊英（富士見）
中村昌子（中央）
西山政幸（阿佐谷）
　※以上は立候補順　

■四役待遇
中村隆幸・本部執行委員長
（浜福）

■常任執行委員待遇
喜多正之（書記）

■青年部長
児玉一史（中央）

■主婦の会会長
毛塚幸子（中央）
■シニア友の会会長
南雲晧一（井荻）

■青年部書記長
梅田遼河（高和）

■主婦の会事務局長
依田あかね（阿佐谷）

■支部執行委員
髙橋孝志・松田栄一・木内雅彦・
大島修一（井荻）、石川浩昭・山
下早苗・小又真幸・村松大輔（西
荻）、水尾安男・小山修一（富士
見）、武藤真次・佐藤英明・藤井
謙一郎・青木久也（阿佐谷）、氏
福浩・中井洋・堀公昭・高橋一郎
（中央）、大淵修・篠哲也・伊藤
祥司・前田正人（浜福）、藤田順
平・土屋紀彦・木下昌浩・飯塚竜
（高和）、大越確・成田光正・福
島信雄・高橋博人（泉南）
　※以上は分会番号順

《全建総連・業界団体・東京土建関係》◆全国建設労働組合総連合・中央執行委員
長・中西孝司◆全建総連東京都連合会・執行委員長・菅原良和◆東京土建国民健康

保険組合・理事長・石村英明◆東京土建技術研修センター・理事長・渡辺義久、東

京建築カレッジ・学校長・小林謙二◆東京土建各支部（足立・荒川・葛飾・文京・台

東・墨田・江戸川・板橋・豊島・練馬・品川・大田・新宿・三鷹武蔵野・調布・清瀬

久留米・小金井国分寺・小平東村山・狛江・日野）◆杉並建設業協会・会長・渡辺

健司◆杉並建設労働組合・執行委員長・吉本正幸◆首都圏建設産業ユニオン杉並支

部・執行委員長・浅賀信夫

《行政・政党・議員関係》◆杉並区長・岸本聡子◆衆議院議員・吉田はるみ◆東京
消防庁・荻窪消防署▼▼▼都議会議員▼▼▼立憲民主党・関口健太郎◆自由民主

党・小宮あんり◆日本共産党・原田あきら▼▼▼区議会▼▼▼立憲民主党・無所属

クラブ・幹事長・太田哲二◆日本共産党杉並区議団・幹事長・富田たく

《地域共闘団体・協力業者など》◆杉並区職員労働組合執行委員長・田村直樹◆杉
並民主商工会・会長・山田恭永◆東京都教職員組合杉並支部・執行委員長・岡村香

奈◆杉並母親連絡会・会長・山田ヒサ江◆年金者組合杉並支部・委員長・近藤隆広

◆杉並生活と健康を守る会・会長・井上保◆税理士・中島宏治◆杉並総合法律事務

所◆劇団前進座◆中央労働金庫中野支店◆あかつき印刷㈱◆㈱三恒  （敬称略）

2023年度支部役員

メッセージをお寄せいただいたみなさま

【支部定期大会表彰者】古田圭吾（井荻）、石川浩昭、
山下早苗（西荻）、鈴木よし子（富士見）、藤﨑将
士・青木久也（阿佐谷）、中井洋・羽毛田正夫（中
央）、有本幸子・沖野元紀（浜福）、坂元司・土屋
紀彦（高和）、今岡克大・松井大介（泉南）、工藤
翔（青年部）

【主婦の会感謝状】氏福あさ子（中央）

【特別表彰】長谷川秀夫（井荻）、松本武司（中央）、
山本てつ子（浜福）、高橋美喜子・飯島徳太郎（高
和）

【第76回本部大会表彰者】倉田文男（井荻）、水尾
安男（富士見）、藤田正（浜福）、遠藤勝（高和）

（敬称略）

自転車保険について質問する
木村英一郎さん（高和）

仕事技術対策分科会

厚生文化分科会 組織・後継者対策分科会

賃金労働対策分科会 社会保障・税金対策分科会

財政・教宣分科会

１

4 ５

２ 3

6

地域の信頼得て仕事確保を
住宅デー・ビーバーズ活動も
　まちの救助隊・ビーバーズの防災活
動も広げます。

助け合いの共済
声かけて広げよう
　病気やケガ、慶弔金…いろんな共済
の活用を。

3,100人支部へ
仲間増やしつながり深め
　全世代の交流すすめ仲間を増やし、つな
がりも深めて3,100人支部へ。

CCUS活用すすめ
　建設キャリアアップシステムは組合が
登録窓口になっています。登録者を増や
しレベルを上げて賃上げを求めよう。

公契約条例活かして
賃上げを
　公契約現場は一人前なら
時給換算は3,000円以上。

マイナ一本化での保険証廃止
から土建国保守ろう
　マイナンバーカード一本化での保険
証廃止から土建国保を護り、命とくら
しを守ろう。

お金と情報
活動基盤しっかりと
　活動の基盤・財政を確立し、LINE公
式なども活用し仲間に情報を届けます。

３６協定結んでる？ ― 働き方改革 
　今年４月から長時間労働の割り増しアップ。
来年には罰則付き規制も。まずは３６協定から。

訴訟の勝利資格取得も  ― アスベスト
　建材メーカーの責任も重大。また、石綿
調査者などの講習も徹底していきます。

インボイス阻止も正念場
大増税止めよう
　みんなが損する
インボイス、実施
の阻止に全力投球。

４年ぶりの
一日大会

方
針
に
団
結
し
腹
固
め
る

４月９日　第74回支部定期大会　105人の参加

１
０
５
人
で
開
催　

　

杉
並
支
部
は
４
月
9
日
、
午
前
９
時
か
ら
第
74
回
定

期
大
会
を
開
催
し
、１
０
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会

に
は
岸
本
聡
子
区
長
、
吉
田
は
る
み
衆
議
院
議
員
を
は

じ
め
多
く
の
方
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
方
針
採
択 

地
域
の
信
頼
を

　

国
が
専
守
防
衛
・
軽
武
装
路
線
を
捨
て
る
方
針
転
換

を
し
た
一
方
、
杉
並
区
で
は
初
の
女
性
区
長
が
誕
生
し
大

き
な
変
化
が
起
き
る
情
勢
下
の
大
会
で
、
組
織
を
強
く

大
き
く
し
、
防
災
・
住
宅
デ
ー
な
ど
で
地
域
の
信
頼
を
得

て
仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
も
活
発 

分
科
会
も
開
催

　

支
部
会
館
に
集
ま
っ
て
の
一
日
大
会
は
４
年
ぶ
り
。
６

つ
の
分
科
会
で
も
そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
で
て
、
討
論
を
経
て

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
会
で
も
、
群
の
お
金
輸

送
中
の
保
険
（
↓
ア
リ
）
や
自
転
車
保
険
（
↓
ヘ
ル
メ
ッ

ト
な
く
て
も
保
険
き
く
）
、
健
診
の

再
読
影
（
↓
有
効
性
ア
リ
）
な
ど
の

質
問
・
討
議
を
経
て
議
案
を
承
認
、

新
役
員
を
選
出
。
方
針
実
践
の
腹

は
固
ま
り
ま
し
た
。
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５
月
当
初
人
員
３
、０
８
５
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹 

介 

者

田
村　

義
章

塗
装

井

荻

木
田　

洋

山
口　

悟
志

塗
装

井

荻

平　

光
悦

秋
山　

憲
雅

建
設
機
械
運
転

井

荻

再
加
入

松
島　

勇
太

ビ
ル
メ
ン
テ

井

荻

鎌
田　

英
和

武
井　

翼

通
信

井

荻

直
接
加
入

名
嘉　

翔
也

電
気

井

荻

松
野　

寛
和

髙
山　

朗

電
気

井

荻

松
野　

寛
和

佐
々
木　

奏
羽

電
気

井

荻

松
野　

寛
和

濱
名　

大
斗

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

井

荻

森
本　

法
男

髙
橋　

竜
也

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

進

来
栖　

進

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

来
栖　

絵
理
香

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

向
山　

ほ
の
香

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

堀
田　

麻
衣

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

樋
口　

愛

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

鈴
木　

廉

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

新
村　

拓
海

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

齋
藤　

祐

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

小
山　

陸

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

鹿
住　

皐
人

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

石
倉　

凪

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

中
村　

大
輔

設
計
・
製
図

西

荻

直
接
加
入

窪
田　

祥
也

冷
暖
房

西

荻

砂
川　

和
輝

細
井　

将
史

電
気

富
士
見

転　

入

池
谷　

久
美

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

富
士
見

太
田　

太
郎

佐
藤　

蓮
之
介

建
築
・
大
工

富
士
見

佐
藤　

雄
一
郎

渡
辺　

篤
史

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

吉
田　

夏
生

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

嶋
田　

廉

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

佐
々
木　

彪
刀

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

Ｌ
Ｅ　

Ｖ
Ａ
Ｎ　

Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｎ

と
び

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

西
山　

直
子

冷
暖
房

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ 

Ｘ
Ｕ
Ａ
Ｎ 

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｇ

と
び

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ 

Ａ
Ｎ
Ｈ 

Ｄ
Ｕ
Ｃ

と
び

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

金
子　

奈
津

冷
暖
房

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

加
藤　

寛
子

冷
暖
房

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

櫻
井　

優
真

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

岡
田　

蒼
空

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

鈴
木　

武

建
具

中

央

転　

入

松
澤　

和
也

冷
暖
房

浜

福

縫
村　

信
秋

山
廣　

陽
太

建
具

浜

福

安
西　

利
泰

男
庭　

洋
行

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

高

和

田
中　

和
子

矢
口　

峻
吾

設
計
・
製
図

高

和

小
藥　

貴
之

松
下　

み
の
り

建
築
・
大
工

高

和

毛
利　

悟
史

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ 

Ｈ
Ｕ
Ｕ 

Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｎ

石
工

泉

南

砂
田　

正
浩

中
田　

裕
樹

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

泉

南

田
中　

郁
弥

日
髙　

俊
介

床
・
内
装

泉

南

転　

入

■廃棄仕分け等■
【社員】

㈱アトムグループ
代表　並木　壮一
杉並区成田西1-30-28
℡03-3313-5354

■測量士・測量士補■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　成規
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
㈱秀英舎

代表　飯岡　秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡080-1230-6083

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表　浜辺　秋彦
杉並区清水3-8-9
℡03-6913-6211

■現場管理■
【社員】
㈱佐藤工務店

代表　佐藤　雄一郎
杉並区高井戸西2-12-23
℡03-3334-0082

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄

杉並区堀ノ内2-7-7プチシャンブル101
℡03-6677-7168

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2-36-15ＡＧビル

℡03-6382-8605

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

コロナ
　新型コロナウイルスによる国
保・共済の扱いが５月８日以降の
発症分から大きく変わります。 　住宅デーは地域に貢献し、子どもたちに建設の魅力を少しでも伝えて、未来の建設産業

を築くとともに、仕事確保にもつながる、地域に根差した大事な活動です。
　６月の日曜日を中心に、分会ごとに計画中です。

　今年10月着工分から石綿含有建材調査者による調査が義務づけられます。安くない
講習料を払って資格は取ったけど、まだ実際の仕事はやっていないというみなさん、既
に調査・報告をおこなっている仲間の話を聞いて学ぶチャンス。参加費は無料です。お
申し込みは支部・村松まで。

５月７日発症かつ欠勤分を最後に、
土建国保のコロナ感染症手当金は
なくなります（それ以前の分は２年
時効）。

５月８日以降の発症分から、医師の
証明が必要になります。

※共済は１年で時効

　どけん共済会の自転車保険の期間は
６月30日から一年。口座引落しでない
方は６月９日までに現金を用意し支部ま
で。新加入も随時受付中。

◆個人型…
掛金2,500円で最大２億円の賠償と
自分に100万円補償

◆家族型…
掛金4,500円で最大２億円の賠償と
自分と配偶者に300万、他の家族に
200万円の補償など充実の内容

　65歳以上の仲間向けのシニアさろ
んも再開しています。今回は輪投げと
映画鑑賞です。マスク・アルコール消
毒・検温を徹底した上で開催します。

国保

共済

コロナ感染症手当金は終了

他の病気と同じ扱いに

第46回
住宅デー ６月を中心に開催

富士見（蛍まつり・久我山中央緑地）

井荻（八成区民集会所）、高和（高円寺中央公園）

中央（松の木公園）、浜福（分会センター）、
泉南（堀ノ内東公園）

西荻（西荻南児童遊園）

６/４

６/３～４

６/18

６/11

※仲間と声を掛け合い、ぜひご参加ください。

５月28日は支部会館へGO

石綿含有建材調査者学習
交流集会 ５月28日（日）10時～12時30分

支部会館３ＦでＷＥＢ参加

２人の講師による講演

渡辺・本部副委員長（改修）

川口・本部労対部長（解体）

と　き

ところ

内　容

講　師

　５月28日の12時30分からの支部会館屋上バーベ

キューは大人1,000円で飲み放題。中学生以下の子ども

は無料です。子ども向け映画もあわせて上映します。

　お申し込みは支部・藤澤まで。

12時30分からは
支部屋上バーベキュー

特例扱い終了

自転車保険
現金更新
の期限 6/9

シニアさろん再開

してま
す
5/24 輪投げと映画鑑賞

5月24日（水）
　12時30分～ 輪投げ
　13時30分～ 映画鑑賞

杉並支部3階

日　時

会　場

資格取得がまだの方も
大歓迎

資格は取ったけど

何をどうすれば

いいの？

実際に

仕事をしている

仲間の経験聞けます

学んだあとは支部屋上バーベキューにも合流できます
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第 353 回

18
才
の
時
、
電
気
工
事
士
の
資
格
に
合

格
。
こ
の
専
門
学
校
時
代
に
、
時
間
を

見
つ
け
て
は
日
本
全
国
を
旅
し
て
回
り

ま
し
た
。
就
職
前
に
世
界
一
周
し
よ
う
と

計
画
し
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
妻
と
出
会

い
、
子
供
が
で
き
た
た
め
断
念
し
ま
し
た
。

専
門
学
校
卒
業
後
、
サ
ブ
ゼ
ネ
コ
ン
の

電
気
工
事
会
社
に
就
職
。
海
外
部
の
研

修
で
ア
フ
リ
カ
に
行
っ

た
時
は
、
人
件
費
の
安

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
日

本
人
の
監
督
一
人
で
現

地
人
１
０
０
人
を
部
下

に
従
え
て
工
事
を
完
成

さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
た
め
、
意
思
疎
通
に

か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。

　

研
修
か
ら
戻
っ
て

き
て
か
ら
の
主
な
仕

事
先
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
の

現
場
で
し
た
。
仕
事
が

終
わ
っ
て
飲
み
に
行
き
、

そ
の
ま
ま
仕
事
に
向
か

う
生
活
。
そ
ん
な
ロ
ク

で
も
な
い
自
分
を
見
捨
て
ず
、
面
倒
を

み
て
く
れ
た
妻
に
は
感
謝
し
て
も
し
き

れ
ま
せ
ん
。

　

杉
並
支
部
へ
は
、
仲
間
か
ら
「
組
合

が
い
い
よ
」
と
す
す
め
ら
れ
て
１
９
９
０

年
に
加
入
し
ま
し
た
。
東
分
会
１
群
の

故
・
若
林
今
朝
治
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
群

会
計
を
引
き
受
け
た
の
が
役
員
の
始
ま

り
で
す
。
そ
の
後
、
組
合
活
動
を
通
し
て
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
３
人
の
娘
に
も
恵
ま
れ
、
三

女
と
た
ま
に
居
酒
屋
で
会
社
の
愚
痴
を

言
い
合
う
の
が
楽
し
み
で
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
、
沖
縄
の
那
覇
市
生
ま
れ
で
す
。

両
親
に
名
前
の
由
来
は
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
身
と
も
に
強
く
あ

れ
、
と
い
う
言
葉
ど
お
り
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
、
弟
、

妹
の
３
人
き
ょ
う
だ
い
で
す
。

　

地
元
で
大
切
な
行
事
の
一
つ
に
清
明

祭
（
シ
ー
ミ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
先
祖
供
養
の
行
事
で
、

毎
年
４
月
を
中
心
に
親

戚
や
家
族
が
集
ま
っ
て
、

お
墓
の
前
で
ご
馳
走
を

い
た
だ
き
ま
す
。
40
人
く

ら
い
の
親
戚
が
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
乗
り
込
み
、
お
墓

参
り
に
向
か
い
ま
す
。
み

ん
な
本
当
に
お
酒
を
よ

く
呑
む
ん
で
す
。

　

１
９
７
２
年
５
月
15

日
に
沖
縄
が
返
還
さ
れ

ま
し
た
。
右
側
通
行
が

し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た

が
、
１
９
７
８
年
７
月
30

日
午
前
６
時
に
内
地
と

同
じ
左
側
通
行
に
切
り
替
え
る
こ
と
が

決
ま
り
（
当
時
13
才
）
、
近
所
の
人
た
ち

と
一
緒
に
標
識
や
信
号
の
向
き
を
変
え

る
作
業
を
手
伝
っ
た
こ
と
は
、
良
き
思

い
出
で
す
。

　

大
田
区
蒲
田
に
あ
る
電
気
の
専
門

学
校
に
入
学
す
る
た
め
上
京
し
ま
し
た
。

場
所
柄
と
て
も
誘
惑
の
多
い
町
で
し
た
。

いちゃりばちょーでー

仲 間 に 家 族 に 感 謝

諸
し ょ み た

見田 強
つよし

さん　泉南・電気

4
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

64
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

今
野　

嵩
秀
（
富
士
見
）

山
口　
　

周
（
泉　

南
）

【
出
産
】

藍
川　

眞
樹
（
西　

荻
）

砂
川　

和
輝
（
西　

荻
）

【
新
入
学
】 

21
件

【
資
格
取
得
】 

13
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

大
平
由
美
子
（
井　

荻
）

出
堀　
　

潮
（
阿
佐
谷
）

片
岡　
　

巌
（
浜　

福
）

内
藤　

菊
男
（
浜　

福
）

田
中　

大
補
（
高　

和
）

荻
野　

晴
男
（
泉　

南
）

遠
藤　

政
義
（
泉　

南
）

ほ
か
９
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

髙
野　

一
粒
（
井　

荻
）

【
家
族
死
亡
】 

９
件

　組合員のお子さんの小中学
校入学時にお祝いの図書カード
（5,000円）をプレゼントする
「新入学祝金」。今年４月に入学
した子の申請を受付中です。

①慶弔金支給申請書（支部・分会
にあります）②親子関係と年齢の
確認できる書類（続柄記載の住民
票や戸籍謄本などのコピー）
①②をそろえ、群・分会または支
部に提出。

小学校…
2016年（平成28年）４月２日～
2017年（平成29年）４月１日生まれ

中学校…
2010年（平成22年）４月２日～
2011年（平成23年）４月１日生まれ
　※ 不明な点は支部・中島まで。

申請のしかた

対象は何年生まれの子？

小中学校・新入学のお祝い

5,000円の
図書カード

申請はお忘れなく

諸見田強さんと
三女の捺貴（なつき）さん

　

５
月
１
日
、
第
94
回
中
央

メ
ー
デ
ー
が
代
々
木
公
園
で
開

か
れ
、１
万
５
千
人
（
主
催
者
発

表
）
が
参
加
（
支
部
44
人
）
し
ま

し
た
。
会
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

人
工
芝
に
な
り
水
以
外
の
飲
食

が
不
可
に
な
る
中
、
４
年
ぶ
り

に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た

パ
レ
ー
ド
を
お
こ
な
う
、
従
来

型
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
会
の
後
は
初
夏
の
陽
気
の

中
、
表
参
道
を
抜
け
て
青
山
通

り
ま
で
パ
レ
ー
ド
。
青
年
部
制

作
の
某
巨
人
漫
画
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
先

頭
に
、
巨
人
に
扮
し
た
仲
間
は

沿
道
の
通
行
人
に
も
ア
ピ
ー
ル
。

名
セ
リ
フ
に
ち
な
ん
で
大
増

税
も
大
軍
拡
も
「
駆
逐
し
て
や

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

人工芝になった代々木公園グラウンドで開催

４
年
ぶ
り
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
パ
レ
ー
ド

巨
人
デ
コ
を
囲
ん
だ
仲
間
た
ち

今回の
メーデー

メーデー
100年の歴史
（2020年）

巨人様に通行人も大注目

（沖縄弁で「行き逢えば兄弟」）


